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自責と他責

会社経営は上手く行かない事が多くありますね。何を以て上手く行っているのか、行っていないのか、判断

そのものが難しい事でもあります。しかし、上手く行っていない事が端的に現れるのが、人事上のゴタゴタです。

人が辞める事で、問題の大きさに気付くんです。人が辞める事で問題に気付き、慌てて対応策なり、解決策

を考える事になります。人が辞めないと問題に気付かない事自体が問題だと思いますが、現実はそんな所です。

さて、会社の強さは問題が起きてからの解決に現れるのではないかと思っています。問題は起きます。要は

その解決です。教科書的に言えば、

「落ち着いて原因究明し、果断に解決する。」

ですが、実際にはとても難しい。何故なら人が絡むので、失敗する事もあるし、組織にひびが入る事もあり

ます。

そこで最も大事な事は、この問題が誰の責任かという事です。一番の責任者は組織のトップです。トップ
が自分の責任（自責）であると自覚するかどうかです。自責であると自覚したトップは、まず自分の反省から

します。自分の失敗は何なのか。その上で根本から解決するには、どうすべきかを考えます。これを自責的解決と

言います。私が問題解決にこそ、会社の強さが現れると思う所以です。何故なら強い会社は問題（ピンチ）を

チャンスに変えています。

他方、「彼が悪い」で終わってしまう解決を他責的解決と言います。いわゆる責任転嫁です。この他責的

解決の何と多い事か。この事が会社を弱体化させる原因になるんです。問題発生には何らかのペナルティ

が付きます。これが嫌なんです。だから他責にするんです。人として、問題を自分の責任にするのは本能的に

嫌だし、ペナルティも嫌いです。分からないわけではありません。しかし他責では本人は成長しません。会社も

弱体化します。

強い会社とは、「トップに始まり、自責的解決の出来る人が多くいる会社」という事になりますね。

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・・ ・ ・・ ・ ・ ・

・・・・ ・・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・・・・・ ・
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ワンポイント！

元気になる言葉
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創業35年の節目の年を迎え、多くの方々に支えられOAGが歩んできたこれまでの道のりを振り返ると改めて

“コミュニケーション”の重要性を感じます。記念すべき周年イベントは、「社員同士が楽しいことをいっしょに。

コミュニケーションを深めよう！」をテーマに企画検討を重ね、8月は東京、9月には大阪で、社員の家族を招待した

懇親会を行いました。そして周年の締めくくりとして、11/10（金）グランドニッコー東京ベイ舞浜において顧問の

先生方をお招きし、総勢428名のOAGグループの社員が一堂に会した懇親会を執り行いました。

これほどの人数が集まった社内懇親会は35年に及ぶ歴史の中で初めてとなり、なかなか普段は話す機会の少ない

社員同士がグループや部門の垣根を超えて交流を深め、楽しいひと時を全員で共有することができました。

“長年の功労を称えて”
永年勤続者より周年に対する
思いをお話いただく場面も…

35th
anniversary

event

太田孝昭グループ代表より社員に贈られたメッセージ

懇親会のあとは…
全員にプレゼントされたチケットで「夢の国」へ行って遊びました！
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Tel. 03-6265-6598（東京）
 06-6310-3200（大阪）

OAG監査法人は、
自由・平等・信頼を基本理念とするプロフェショナル集団です
お客様とのコミュニケーションを大切に、確かな信頼のもと、高品質なサービスを提供いたします。医療法人監査
では、トップクラスの実績を有している他、さまざまなアドバイザリー業務でも高いご評価をいただいております。

お問い合わせ先

OAG監査法人 お問い合わせフォームホームページ

　近年は、株式上場による資金調達の目的のみならず、企業価値の向上のための手段の一つとしてTPM上場が捉えられており、TPM上
場会社数は増加傾向にあります。
　そのTPM上場会社の特徴として、売上規模が30億円以下のケースが過半数を超えており、事業規模が比較的小さい売上3億円以下
の会社も上場を実現しています。その業種も高い成長可能性を有する企業向けの市場であるグロース市場のように情報・通信業関連、
サービス事業関連といった業種に偏ることなく、製造業・不動産業・建設業を営む会社も多く上場を果たしています。また、TPMに上場
した会社の地域割合は、2023年10月27日時点で東京で36社（33.3％）、東京以外で72社（66.7％）と地方上場が多く、2022年に上場し
た70社の8割以上が東京に集中しているグロース市場とは状況が大きく異なります。
　このような背景から東京証券取引所の一般市場への上場にはまだ届かない小規模の成長途上にある会社や地方から上場を目指した
い意欲を持った幅広い業種の会社が続 と々TPM上場に向けた準備を進めています。

2. TOKYO PRO Market上場会社の特性

　日本初の国際ベンチャー市場として、東京証券取引所
とロンドン証券取引所が合弁設立したTOKYO AIM取引
所が、2012年7月に東京証券取引所に吸収合併され、東京
証券取引所が運営するプロ投資家向け株式市場である
TOKYO PRO Market（以下、TPMという）として再スター
トしました。2022年4月4日に市場区分が見直されました
が、個人投資家も参加可能な市場であるプライム市場、ス
タンダード市場、グロース市場とは別に、TPMは引き続き
プロ投資家向け市場として位置付けされています。

1. TOKYO PRO Marketとは

　TPMの特徴として、まず一般市場と比較して基準が緩和
されている点が挙げられます。特に形式基準（株主数、流
通株式、売上などの財務数値）が設けられておらず、経営者
はオーナーシップを維持したままで上場が可能になります。
　TPMは、J-Adviser制度を採用しており、東京証券取引所
は一定の資格要件を満たしたJ-Adviserに上場審査業務を
委託します。J-Adviserは、上場申請会社の上場適格性の
調査・確認に止まらず、上場に至るまでの助言指導や上場後
の支援（上場適格性維持の確認、開示支援等）も行います。
　また、上場準備開始から上場承認までの期間が一般市場
と比べて短期間になります。例えば上場前の監査法人によ
る監査は2会計年度ではなく1会計年度が対象になります。
　しかし、短期間であるが故、コーポレートガバナンス及び内部
管理体制の整備、適切な開示規則・義務を理解したうえで十
分な開示体制の整備に対する課題については、J-Adviserや監
査法人と適時に連携をし、解決を図ることが肝心になります。

3. TOKYO PRO Marketの
 主な特徴

　日本の全事業会社数のうち、何％の会社が上場しているかご存じでしょうか。答えは0.1％にも至りません（2022年4月時点）。そのた
め一般市場の上場会社と同様にTPM上場会社も希少価値が高く、他社との差別化によって様々なメリットがもたらされます。

　筆者の経験では、信用力・知名度の向上とその効果を期待してTPM上場を目指す経営者が多いという印象があります。特に人材確保
がままならず、事業規模の拡大の機会を逸している会社は、上場による企業イメージの向上による優秀な人材の確保と信用力の向上によ
る取引拡大のメリットを期待しています。
　しかし、TPMは一般市場と比較して流動性は低い市場というデメリットがあり、また、上場によって開示などの業務負担や上場維持の
ためのコスト負担の増加が生じます。加えて上場準備の段階では、既存の管理体制の見直しや、会計処理の再検討、監査対応など慢性
的なマンパワー不足の中、取り組むべき非常に多くの課題に直面します。このような状況下では信頼できる外部の専門家（コンサル会社、
税理士など）の活用を検討するとともに、監査法人と早期に自社の会計処理の論点を洗い出し、上場直前期の監査に備えるなど、前広に
対策を講じることが早期の上場につながります。

4. TOKYO PRO Market上場のメリット・デメリット

株式上場目的は資金調達だけではない

事業規模の大小を問わず、多くの非上場の会社経営者に共通するお悩みとして、優秀な人材を採
用したいがうまくいかない、適切な後継者がおらず事業承継が叶わない、会社の信用力の問題で
商談が成功せず取引を拡大できないことを耳にします。このような問題を解決できる一つの解決
方法として、上場の初心者向け市場の位置にあるTOKYO PRO Marketへの上場が注目されてお
り、毎年、その上場会社数は増加しています。

経営課題の解決策の手段としての
TOKYO PRO Market上場

OAG監査法人
公認会計士（パートナー）

髙橋大樹

東京証券取引所の株式市場

TPM上場社数の推移 TPM上場会社の売上規模

プロ投資家向け市場 個人投資家も参加可能な
一般市場

グロース市場

スタンダード市場

プライム市場

優秀な人材の採用 信用力・知名度向上

新規取引先の開拓 資金調達力のアップ

社内管理体制の強化 事業承継

オーナーシップ継続可能 従業員の責任感・能力向上

2023年10月27日時点2023年10月27日時点

0社

6社

12社

18社

24社

30社

0社 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

20社

40社

60社

80社

100社

120社

㈱ジャパンインベストアドバイザー資料の抜粋
（株）ジャパンインベストアドバイザー資料より作成

東京証券取引所資料より抜粋

2社
4社

3社

6社

3社
7社

8社
9社 10社

14社

21社 21社

年度別上場企業数
上場社数推移

～ 3億円

3～ 10億円

10～ 30億円

30～ 50億円

50億円～

13

19

41

12

23

売上区分 会社数

12.0％

17.6％

38.0％

11.1％

21.3％

100％

割合

108合計

TPMと東証他市場との各基準比較

形式基準の比較

開示言語
上場基準
審査主体

上場申請から上場
承認までの期間
上場前の監査期間
内部統制報告書
四半期開示

英語又は日本語
形式基準なし
J-Adviser

10営業日（申請前にJ-Aviserに
よる意向表明手続あり）

最近1年間
任意
任意

日本語
形式基準あり

主幹事証券会社、東証
２、3か月程度

（標準審査期間）
最近2年間
必須
必須

項目 TOKYO 
PRO Market 東証他市場

株主数
流通株式数
流通株式比率

流通株式時価総額
純資産の額

売上高

制限なし
制限なし
制限なし
制限なし
制限なし

制限なし

150人以上
1,000単位以上
25％以上
5億円以上
ー

ー

上場時の
形式基準

TOKYO 
PRO Market グロース市場

400人以上
2,000単位以上
25％以上
10億円以上
純資産が正

最近1年の売上高
1億円以上

スタンダード
市場

TPM上場メリット

一般市場よりも低い流動性

上場維持のコスト発生

上場維持の事務負担増

開示業務負担の発生

TPM上場デメリット

2023年10月27日時点　累計上場社数　108社
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新刊書籍

OAG司法書士法人　代表司法書士　太田垣章子の書籍が発売されました。
2025年には6世帯に1世帯が一人世帯になります。「既婚だから大丈夫」「子供
がいるから大丈夫」「持ち家だから大丈夫」・・・・本当にそうでしょうか。
未婚でも既婚でも、お子さんがいてもいなくても最後はみんな「おひとりさま」
です。
「尊厳信託」という見地から、ご高齢者のサポート事業を中心に活動してきた
太田垣による、リスクとその対策を丸ごと一冊にまとめました！
是非お読みください。

発売日 2023.11.8
発行 株式会社 ポプラ社
著者 太田垣 章子
価格 1,760円（税込）

https://www.oag-group.co.jp/information/
OAGグループのセミナー、メディア掲載情報、
新刊書籍などはこちらをご覧ください

https://www.poplar.co.jp/book/search/
result/archive/8008439.html

詳細はコチラ

https://www.manegy.com/bpf/compan
y/oag-group2023/

詳細はコチラ

あなたが独りで倒れて困ること 30
ひと

管理部門・士業特化型エージェント業界最大手のMS-Japan様が主催されてい
る、「Best Professional Firm2023」にOAG税理士法人が選出されました。
「Best Professional Firm2023」とは、会計、税務に関するサービスを提供する
およそ4,000法人を対象にした、「成長性」「事業規模」「専門性」「人材力」での
観点から基準が設けられ、審査、選出されます。
OAG税理士法人のインタビューは以下よりお読みいただけます。

OAG税理士法人が
「Best Professional Firm2023」に選出されました

【お願い】 ご住所などお客様情報をご変更された場合 
 はお手数ですが、弊社担当者にご連絡をいた 
 だけますよう宜しくお願いいたします。情報更新 
 の上、発送させていただきます。

メルマガOAGグループ
コーポレートサイト

YouTube OAGグループ
X（旧Twitter）

アセットキャンパスOAG
X（旧Twitter）

■札幌
〒060-0001 
北海道札幌市中央区北1条西8丁目2-39
ISM札幌大通りビル4階
TEL：011-590-5174　FAX：011-590-5175

■仙台（サテライトオフィス ）
〒980-0811
宮城県仙台市青葉区一番町1-9-1
仙台トラストタワー10階CROSSCOOP内
TEL：022-209-5339

■埼玉
〒350-1123
埼玉県川越市脇田本町13-5
川越第一生命ビルディング3階
TEL：049-265-8685　FAX：049-265-8687

■東京ウエスト
〒182-0022
東京都調布市国領町4-51-7
ピエール・シークル2階
TEL： 042-441-2191　 FAX：042-441-2192

■富士吉田（計算センター）
〒430-0016
山梨県富士吉田市松山4丁目3-14
アークフジ1階3号室
TEL：0555-73-8571

■名古屋
〒460-0003
愛知県名古屋市中区錦2-13-30
名古屋伏見ビル9階
TEL：052-746-9313　FAX：052-746-9312

■大阪
〒564-0063
大阪府吹田市江坂町1-13-33
進和江坂ビル7階
TEL：06-6310-3102　FAX：06-6310-3103

■福岡
〒810-0042
福岡県福岡市中央区赤坂1-14-22
センチュリー赤坂門ビル6階
TEL：092-717-6650　FAX：092-717-6651

■発 行 人：
■ 企 画：

■制作・印刷：

グループ代表 太田孝昭
グループ経営管理本部 マーケティング・コミュニケーション室
（里見晶、齋藤恭子、川島朋子、平坂直子、井上佳奈子、佐藤基哉）
株式会社野毛印刷社




